
近 畿 地 方 整 備 局

国営飛鳥歴史公園事務所 配布日時 平成２６年 １月３１日

１４時００分

資 料 配 布

件 名 「国営平城宮跡歴史公園景観整備方針(案)」の意見募集

国営平城宮跡歴史公園では、平成２０年度に策定された「国

営飛鳥・平城宮跡歴史公園 平城宮跡区域 基本計画」で定め

る基本理念『“奈良時代を今に感じる”空間の創出』の実現に

向け、「国営平城宮跡歴史公園景観整備方針(案)」（以下「景

観整備方針(案)」）を取りまとめました。

「景観整備方針(案)」について、ご意見をお寄せください。

概 要

◇景観整備方針(案)の閲覧・入手方法
景観整備方針(案)本編は、ホームページからのダウンロード、又は各

施設で閲覧が可能。

景観整備方針(案)概要版は、各施設で入手が可能。

◇意見募集及び閲覧期間
平成２６年 ２月 ７日(金)から

平成２６年 ３月１０日(月)まで

◇意見提出方法
郵送(概要版の添付ハガキ)、ＦＡＸ、電子メール(ホームページ)

取 扱 い

配布場所 近畿建設記者クラブ 大手前記者クラブ

奈良県政・経済記者クラブ 奈良県文化教育記者クラブ

奈良市政記者会

国土交通省 近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室

問合せ先 副所長 鳥奥 博良

工務第二課長 桑田 隆男

電 話：０７４２－３６－４３２７

ＦＡＸ：０７４２－３６－４３３１



「国営平城宮跡歴史公園景観整備方針(案)」の意見募集

○趣旨・概要

国営平城宮跡歴史公園では、平成２０年度に策定された「国営飛鳥・平城宮跡歴

史公園 平城宮跡区域 基本計画」で定める基本理念『“奈良時代を今に感じる”空間

の創出』の実現に向け、「国営平城宮跡歴史公園景観整備方針(案)」（以下「景観整

備方針(案)」）を取りまとめました。

「景観整備方針(案)」について、ご意見をお寄せください。

いただいたご意見は取りまとめた上、ご意見の概要と考え方、内容について、ホー

ムページ等において公表します。

なお、いただいたご意見は「景観整備方針(案)」の検討目的以外の用途には利用い

たしません。また、記載項目のうち、個人情報は公表いたしません。

○景観整備方針(案)の閲覧・入手方法

◆景観整備方針（案）の閲覧方法

（１）次のホームページからのダウンロード（意見募集期間の間にダウンロード可能）

国営平城宮跡歴史公園 http://www.kkr.mlit.go.jp/asuka/heijo/

（２）次の箇所における閲覧

＜国営飛鳥歴史公園事務所関係＞

平城分室（奈良市)

＜奈良県関係施設＞

奈良県庁平城宮跡事業推進室（奈良市）、平城京歴史館（奈良市）

◆景観整備方針（案）概要版チラシの入手方法

次の箇所において、配布

＜近畿地方整備局＞

建政部都市整備課（大阪市)

＜国営飛鳥歴史公園事務所関係＞

国営飛鳥歴史公園事務所（高市郡明日香村）、平城分室（奈良市)

＜奈良県関係施設＞

奈良県庁（平城宮跡事業推進室、文化財保存課）

県立都市公園のうち、次の施設

（奈良公園管理事務所、大渕池公園（西奈良県民センター）、県営うだ・アニ

マルパーク（動物学習館）、大和民俗公園（県立民俗博物館）、馬見丘陵公園

（馬見丘陵公園館）、県営福祉パーク（福祉住宅体験館)、平城京歴史館）

＜奈良市関係＞

奈良市役所（景観課、文化財課）

＜平城宮跡内施設＞

平城宮跡資料館、遺構展示館、東院庭園、第一次大極殿、朱雀門

※部数に限りがありますので、在庫がない場合はホームページよりダウンロードにて入手し

てください。また、チラシは概要版となります。本編は、上記ホームページ又は上記閲覧

場所でご確認ください。



○意見募集及び閲覧期間

平成２６年 ２月 ７日（金)から

平成２６年 ３月１０日（月)まで

○意見提出方法

次のいずれかの方法で提出してください。

①郵送

景観整備方針(案)概要版チラシに添付のハガキを切り取ってお送り下さい。（切手

不要）

②ＦＡＸ

景観整備方針(案)チラシをそのまま送信して下さい。

フリーダイヤル：０１２０－９８５－８６０

③電子メール

国営平城宮跡歴史公園ホームページ内にある、意見募集専用バナーより送信できま

す。

http://www.kkr.mlit.go.jp/asuka/heijo/



＜切り取り＞

国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）へのご意見

題
表

。いさだくてけつを）クッェチ（ □ に題表るす当該　・　
　・　その他事項は、（　　　　）内に記載してください。

□ 景観形成の目標像について
□ 景観形成の基本的な考え方について
□ 景観形成の基本方針について
□ その他（                                                                               ）

 ： ＸＡＦ ０１２０－９８５－８６０（フリーダイヤル） 

国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）に対する意見記入欄

 ③ ［電子メールの場合］
国営平城宮跡歴史公園ホームページ内の
意見募集専用バナーより送信できます。

○提出期間

○お問合わせ先

平成26年 2月 7日(金)から
平成26年 3月10日(月)まで（当日消印有効）

〒630-8003　奈良県奈良市佐紀町239-3
近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所
平城分室 　 TEL:０７４２－３６－４３２７

※ お掛け間違いのないよう、ご注意ください。
※質問項目に対応していれば、
　この用紙･様式以外でのＦＡＸも受け付けます。

国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）の内容についてお気づきの点がありましたら、
左下の回答用紙にご自由にお書きください。

景観整備方針(案)の詳細は、国営平城宮跡歴史公園ホームページ（　　　　　　　　　　　　　　　）にて
ご覧いただけるほか、次の箇所においても閲覧いただけます。

○平城分室（奈良市）
＜国営飛鳥歴史公園事務所関係＞

　○奈良県庁 平城宮跡事業推進室（奈良市）
　○平城京歴史館（奈良市）

http://www.kkr.mlit.go.jp/asuka/heijo/ 

１～３ページをお読みいただき、「意見記入欄」にご意見をお寄せください。

①［郵送の場合］
こちらの部分を切り取って、
投函してください。
切手は不要です。
裏面も記入してください。

②［ＦＡＸの場合］
本ページをそのまま送信してください。
⇒ フリーダイヤル　０１２０－９８５－８６０

なお、下記の項目をご一緒に記入ください。

◆いただいたご意見は「国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）」の検討目的以外の用途には利用しません。
　また、いただいたご意見は概要を取りまとめた上、個人が特定されない情報として、国営平城宮跡歴史公園ホームページで公表・
　回答させていただきます。
◆記載項目の内、個人情報は、必要に応じてご意見の具体的な内容について確認させていただくめにご記入いただくものであり、公表
　いたしません。
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＜奈良県関係施設＞

拠点ゾーン

シンボルゾーン

緑地ゾーン

外周ゾーン

南エント ランス

東エント ランス

西エント ランス

歴史資産を活かした空間づくり
を行い、併せて往時の平城宮の
様子を体感・体験できるように
します。

歴史資産を活かした空間づくり
を行い、併せて往時の平城宮の
様子を体感・体験できるように
します。

草地や湿地等の環境
を保全するとともに、
これらを活かした多
様なレクリエーショ
ン利用を図ります。

草地や湿地等の環境
を保全するとともに、
これらを活かした多
様なレクリエーショ
ン利用を図ります。

隣接する市街地の
遮蔽と併せ、公園
出入口として必要
な施設を設け、来
園者へのサービス
の充実を図ります。

隣接する市街地の
遮蔽と併せ、公園
出入口として必要
な施設を設け、来
園者へのサービス
の充実を図ります。

平城宮跡の正面玄関として、往時の平
城京のスケールを感じさせる広がりの
ある空間とともに、ガイダンスや展示、
サービス等の拠点施設を集約します。

平城宮跡の正面玄関として、往時の平
城京のスケールを感じさせる広がりの
ある空間とともに、ガイダンスや展示、
サービス等の拠点施設を集約します。

緑地ゾーン
シンボルゾーン

シンボルゾーン外周ゾーン

外周ゾーン

朱雀門

第一次大極殿

東院庭園

推定宮内省

＊公園の名称について
　本公園は、平城宮跡を既存の｢国営飛鳥
歴史公園｣と一体的に整備を進めることとし
て、正式名称を｢国営飛鳥・平城宮跡歴史公
園 平城宮跡区域｣と命名されました。しかし
ながら、皆さまに馴染みやすい公園とする
ため、通常は｢国営平城宮跡歴史公園｣の呼
称を用いることとしています。本景観整備方
針(案)でもこの名称で統一しております。

■公園の構成・面積　
国営公園区域　　　　   約122ha
 特別史跡平城宮跡を中心に史跡朱雀
 大路とその東側

その他区域              約10ha
奈良県を中心に、国営公園と連携した
整備を予定

■平城宮跡内の主要な復原建物

■位置
　奈良県奈良市●公園計画の概要

■広域位置図

① 特別史跡・世界遺産である歴史・文化資産としての
　 適切な保存・活用
② 古代国家の歴史・文化の体験・体感
③ 古都奈良の歴史・文化を知る拠点づくり
④ 国営公園として利活用性の高い空間形成

古都奈良の歴史的・文化的景観の中で、
   平城宮跡の保存と活用を通じて、
　  “奈良時代を今に感じる”空間を創出する

●公園整備の基本理念 
　　　（目指すべき公園の姿）

●公園整備の基本方針 
　　　（基本理念を実現するための方針）

　国営平城宮跡歴史公園は、我が国を代表する歴史・文化資産であり、特別史跡に指定さ
れ、世界遺産「古都奈良の文化財」の構成資産の一つにもなっている「平城宮跡」の一層の
保存・活用を図る目的で、平成２０年度に事業化された国営公園です。同年度には公園の
整備・管理を進めていく上で踏まえるべき基本的事項を定めた公園基本計画を策定しました。
　また、公園区域は、特別史跡平城宮跡の国有地を中心に、史跡平城京朱雀大路跡とその
東側を加え、国営公園の区域とします。その周辺において、国営公園と連携し、奈良県が公園
整備を行います。　　　　　　　

国営飛鳥・平城宮跡歴史公園　平城宮跡区域　基本計画

●  なお、本チラシは紙面の都合上、概要版となっています。本編及び参考資料は、下記ホームページでご確認いただけます。
　＊国営平城宮跡歴史公園ホームページ http://www.kkr.mlit.go.jp/asuka/heijo/

http://www.kkr.mlit.go.jp/asuka/heijo/

　国営平城宮跡歴史公園景観整備方針（案）（以下「景観整備方針（案）」という。）は、平成２０年度に策定された「国営飛鳥
・平城宮跡歴史公園　平城宮跡区域　基本計画」（以下「公園基本計画」という。）で定める基本理念『 “奈良時代を今
に感じる” 空間の創出』の実現に向け、「国営平城宮跡歴史公園　平城宮跡区域」（以下「国営平城宮跡歴史公園」とい
う。）における景観形成の方針を取りまとめたものです。
　「景観整備方針（案）」の作成にあたっては、平城宮跡の持つ歴史性を踏まえ、貴重な文化的資産としての保存・活用を図り、そ
の景観特性等を活かす景観形成という観点から、国土交通省が有識者や関係機関（文化庁、奈良県、奈良市、奈良文化財研究
所）の意見を参考に検討を行いました。
　この度、国営平城宮跡歴史公園の景観形成に関して基本的な考え方となる「景観整備方針（案）」を公表し、広く国民の皆さまから
のご意見を募集します。今後、いただいたご意見を参考として、「景観整備方針」を策定します。

「国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）」に関する意見募集
≪概要版≫

平成２６年　２月　　国土交通省 近畿地方整備局　国営飛鳥歴史公園事務所
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目標像の実現に向け、平城宮跡の景観特性や
景観形成に関する方針を踏まえ、

   景観形成古都奈良の歴史的・文化的景観の中で、平城宮跡の保存と活用を通じて “奈良時代を今に感じる”
   

景観形成の目標像景観形成の目標像

■継続的に行われている発掘調査・研究の成果をもとに往時の平城宮の姿が理解できる場を創出します
■平城京の中心であった往時の平城宮の様子が理解できる景観を形成します
■“平城宮・平城京のかたち　（宮内配置計画・都市計画）が理解できる景観を形成します”

■往時から継承された広大な空間スケールを活かし、古都奈良の歴史・文化が体感できる景観を形成します
■新たな考古学的知見の積極的な活用や遺跡との触れ合いにより、往時の平城宮の役割や人々の営み・情景が
　体感できる場を創出します
■平城宮の規模が体感できる空間を創出します

■平城宮跡の変遷を伝え、時の流れを想起できる場を創出します
■平城宮跡が保存整備されてきたことを伝える景観を継承します
■保存活動を経て創出された、市街地におけるまとまりのある緑地を保全します

往時の様子が理解できる朱雀大路から朱雀門と築地大垣を眺めた景観イメージ

往時の平城宮の空間スケールが体感できる第一次朝堂院広場から第一次大極殿院を眺める景観イメージ

第二次大極殿基壇から東方の春日山など平城宮跡内外を一体的に眺めた景観

●往時の平城宮の姿を理解

●往時から現在までの時の流れを想起

●往時と変わらない空間スケールや情景を体感

景観形成の基本方針景観形成の基本的な考え方

■景観整備方針（案）の位置づけ

『“奈良時代を今に感じる”空間の創出』を実現するための
景観を明確にします

公園の計画・設計・施工・維持管理・運営へつなげていきます

平城宮跡に関する関連計画

国営平城宮跡歴史公園　景観整備方針（案）

平城遺跡博物館基本構想資料
/Ｓ53.3/文化庁

特別史跡平城宮跡保存整備基本構想
/Ｓ53.5/文化庁

特別史跡平城宮跡保存整備基本構想推進計画
/Ｈ20.5/文化庁

景観形成に関する
法規制および関連計画

＜法規制＞

・奈良市風致地区条例/Ｈ25.4 

・古都における歴史的風土の保存に関する
　　　　　　　　　　 特別措置法/Ｓ41.1 

・奈良市都市景観形成基本計画
                                           /Ｈ18.3/奈良市

＜関連計画＞

・奈良市景観計画/Ｈ22.4/奈良市

・奈良市眺望景観保全活用計画
                                           /Ｈ24.6/奈良市
　　
                                                                             等

国営飛鳥・平城宮跡歴史公園
平城宮跡区域基本計画

/H20.12/国土交通省近畿地方整備局　

基本理念： “奈良時代を今に感じる”
空間の創出

景観形成の目標像

景観形成の基本的な考え方

　　景観形成の基本方針

パブリックコメントの意見募集対象、提出期間、
提出方法等についても４ページをご覧ください。

本ページをお読みいただきましたら、４ページの
意見記入欄にご意見をお寄せください。

　　　　　　　　　　　６３４－０１９０
　　　　　

　　

（受取人）
奈良県高市郡明日香村大字平田５３８

国営飛鳥歴史公園事務所
「国営平城宮跡歴史公園景観整備方針(案)」
意見募集（パブリックコメント）担当　行

料金受取人払郵便

差出有効期限
平成２６年３月
３１日まで
 (切手不要)

橿原郵便局承認
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公園基本計画における基本理念『“奈良時代を今に感じる”空間の創出』を実現するため、
公園全体の景観形成の基本的な考え方と基本方針を設定します。

国営平城宮跡歴史公園 景観整備方針（案）　

 

発掘調査・研究の
成果をもとにした

建物等復原や遺構表示により
往時の平城宮の姿が理解できる

景観形成

往時から
現在までの
平城宮跡及びその
周辺の移りかわりなど
時の流れが想起できる
景観形成

平城宮とそれを中心とした
広がりのある地形と
平城京を囲む山並みや

人々の営みにより古代都城の
規模や往時の情景が　
体感できる景観形成　　

平城宮とそれを

“奈良時代を今に感じる”
景観形成

理 解

想 起 体 感

「理解」「想起」「体感」
の３つをキーワードとして景観形成を行います。
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